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「安全・安心マップ」の地図学

報告者は2005年度の日本国際地図学会の

大会（８月）で「地図によるリスク・マネー

ジメント：安全の視覚化」というシンポジウ

ムを企画・開催し、それに先立つ巡検では

「地図によるリスクのビジュアライゼーショ

ン（視覚化）とマネージメント（管理）」を

計画・実施した。これらの学会活動は「地

図」が果たす役割として、地域社会から地球

社会に至るまで、さまざまな社会的なスケー

ルの中で、いかに「地図」が危機管理という

点で有効な空間分析ツールであるかを改めて

検証・認識することが狙いであった。

特にシンポジウムでは、保護者が我が子の

安全のためにと、地域の「安全・安心マッ

プ」を作るために地域を歩き、安全の視点か

ら街を調べて作った「子ども安全マップ」に

聴講者の関心が集まった。地図をつくる過程

でPTAの校外指導委員会の保護者（母親）ら

が街のさまざまな顔と出会い、地域への関心

を持ち始めた。今、アメリカでは、「コミュ

ニティー地理学（Community Geography）」

（写真１）、「コミュニティー（Community

GIS）」という分野が大変活発に展開され、こ

れに類するテキストや地図製作の事例集の出

版が花盛りである。これは、ひとつには、ア

メリカではGISによる地域の分析手法が日々

の生活環境と彼らの行動様式とが合致してい

るとも説明できる。これは誰にとっても「地

図」という視覚的に理解しやすいメディア・

ツールが地域の傾向の分析に適しているこ

と、地域認識にとって視覚化（Visualization）

することが、さまざまな地域の問題解決に

「地図の力」が役立つことを認識しているか

らだと思われる。

一方、わが国の国民的「地図リテラシー

（Map Literacy＝地図の読み描き能力）」

（1988、太田）の高さから、賢い市民である

日本国民は、より精度の高い地図を求めてい

ることが伺える。また、SNS（Social Net-

work System）と市民の意思形成とが結びつ

いた電子会議室などの地域ポータルでは、デ

ジタル地図での地域の情報を発信したいと言

う要求はかなり高い。さらに、わが国の住宅

地図の発達は、不十分な住居表示の故に普及

したと言っていいだろう。今、地域の「安

全・安心に関する地域情報」もその位置の特

定化という点で精度の高い地図での表示が求

められている。また、一方で、正確過ぎるピ

ンポイントでの防犯データの地図化は、その
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半面で高度な個人情報の侵害が生じるという

ネガティブな視点もあり、正確すぎると問題

ありとの指摘もある。今までの「位置精度の

高い地図 → 詳しい良い地図」という概念は

過去のものとなり、故意に「位置精度を落と

す」ことも地図表現の目的であると言う新た

な地図世界が生まれつつある。インターネッ

トの普及により、犯罪防止にとって役立つ精

度の高い情報も、個人のプライバシーの問

題、犯罪者への有益な情報の提供に繋がるな

どの危惧により、情報と地図表現との間に

は、そのまま一般には公開できない種類の情

報があること、また、その危険性が生む長短

の二面性を合わせ持っていることも明らかに

なってきた。

GISのデジタル地図データ利用、
バージョン2.0を迎えた地図・測量業界

90年代を経て、政令指定都市を中心に地方

自治体の大都市ではGISのデータベースが整

備され、市民も十分に利用可能な環境になっ

たと言えよう。しかし、「オープンGIS」とい

う掛け声に反して、実際のGISを用いた広い

意味での市民レベルでの地図利用はあまり普

及しているとは言えない現状ではないだろう

か？　測量法、地図データの著作権の制限に

よって、一般市民への提供はなく、また、そ

の存在すらも知らない場合が多い。行政が巨

額の費用を投じて整備したGISデータが、地

域の様々な生活の場面で利・活用されるまで

には、まだまだ時間も労力も必要であるが、

法的な面、制度面での整備・支援が必要であ

る。

この５年、国の支援も有って無償で簡易な

GISエンジンが数多く登場した（国土交通省

「GISの道具箱」）。これである程度、GISデー

タを地域の誰もがデジタル地図を容易に利用

できる環境だけは整った。ここ数年で、確実

にコミュニティーのあらゆる問題の解決の道

具としてGISが利用できるようになり、GIS＝

高額なツールという印象は消えたと言ってい

い。GISでは、作成される地図データがデジ

タルであるため、一旦、地図化されると、イ

ンターネットを介しての地域情報として全世

界に発信が可能になる。

地図作成は、地域の問題点の視覚化し、空

間的な分布状況を明らかにする。GISデータ

として地図化する過程で、フィールドワーク

が行われる。住民が地図の作成の過程で地図

作成に必要なデータの調査のため、町を歩く

子ども大人も、日常の認識とは異なる町との

出会いがあり、地域への関心や興味を持つ。

それは、子ども達に地域への愛着を育てるこ

とにもつながり、大人たちは地域への帰属意

識を高めるきっかけをつく。

最近、犯罪社会学の分野が脚光を浴びてい

る。防犯を目的とした「防犯マップ」を学校

や地域でつくることによって、地域の持つ潜

在的な危険性を子どもと大人が正しく認識で

きるようになると言う（2005、小宮）。この

手法とGIS技術と手を携えれば、また新しい

段階へと地域の安全・安心づくりが進展し、

地図・測量業界にとってもビジネスチャンス

が生まれる筈である。まさに「地図」が住民

にとって身近なものとなり、地域の問題を解

写真２　PTA校外委員による地域の安全マップ調査
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決する力となりえる時代がGISの登場によっ

て可能になったと言える。

事例１：学校の保護者が地域のリスク
（安全・安心情報）を地図化する

平成16年、夏から秋にかけて、横浜市泉区

の市民が「こどものための安全・安心マッ

プ」（中和田南小学校PTA校外指導委員会）

を作成した。従来から学校にはPTAの校外委

員会が作成する「通学路の安全に関する地図

づくり」活動（スクールゾーン委員会）があ

った。紙ベースの住宅地図や都市計画白図な

どを利用し、学校区の範囲をコピーで拡大

し、それをベースに学校のPTAの校外指導委

員会の親たちが交通事故等の発生の危険のあ

る箇所の情報を手書きで記入し、地図として

児童の保護者に配布していた。今回、報告者

は、地元自治体である横浜市泉区の通学路安

全検討委員会の学識経験者としての立場から

委員会に入り、試みとして実施された簡易な

入門GISによる学校安全地図の作成に協力し

た。

地図作成の行程では入門GISソフト「地図

太郎」（東京カートグラフィック社）をPTA

の保護者に紹介し、PTAの母親たちが地域の

子ども安全情報を地域で自ら調査し、PCへの

入力を行い作成した。基図には当初、国土地

理院のホームページから利用できるデジタル

数値地図2500を利用したが、この地域がここ

数年の開発が目覚しく、古い地図データでは

現状に即さない点あった。「私の家の前の道

が出ていない」、「地下鉄がまだ開通していな

い」など、この数年の地域の変容が反映され

ていない点が問題となった。また、市販の航

空写真画像も重ね合わせての表示も試みた

が、航空写真もこの数年の変化を追いけれて

おらず、利用できないことが明らかになった。

安全・安心マップづくりを勧めた横浜市泉

区地域振興課の学校連携担当から、この点を

補う為に当時の池田区長に相談され、区長か

ら横浜市の都市計画図のデジタル地図データ

であDMデータを、また、読図性の高い航空

写真を市の財政局の最新のオルソの航空写真

をこれも区長からの依頼で利用することがで

きた（図１、２）。これは、全く異例な措置

であると思われるが、市税負担者である市民

の要求、未来を生きる子供の安全の確保の点

から言うと当然の措置とも言える。PTAの母

親たちのGISソフト「地図太郎」への習熟に

は、時間もさほど掛からず、むしろ、「地図

太郎」で利用可能な形式として、市当局から

のDM地図データshape fileへの変換・写真

データの位置情報の定義化に時間と地図業者

の技術支援を要した。

保護者の手によって作成された地域データ

は、その後、縮尺の自在なGISの特性を生か

図１　安全・安心マップ地図画像（一部拡大）基盤デー
タ地図画像

図２　横浜市財政局のDMデータを利用した地図太郎の
画面
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し、部分詳細図も作成され、また、Wordや

Photoshopを利用して、地図のアトラス化、

ホームページへのアップ等を行なうなど、デ

ジタル化された地図の用途を遺憾なく発揮

し、大きくその利用範囲は広がった。中和田

南小の安全マップのホームページは、第11回

マイタウンマップコンテスト（（財）情報処

理教育研修助成財団主催）の「奨励賞」も受

賞し、現在は泉区役所のホームページにアッ

プされ、市の教育委員会のページからもリン

クが貼られている。作成に関しての他の学校

区からの問い合わせ、作成希望の声が多く区

に寄せられている（http://www.city.yoko

hama.jp/me/izumi/shinkou/tuugakuro.html）。

事例2  GISでつくる安全・安心マップ：
大学が地域の安全・安心情報を地図化し
公開する地域社会においてGISの利用・
活用の時代へ・・・

１）防犯情報を地理情報システムで地図
化する（防犯GIS）

GISは地域分析ソフトであると同時に、地

図描画のソフトと言ってよい。一般市民で

あっても地図会社がつくる立派な地図が作成

できる。GISは従来、紙地図として多大の費

用をかけて作製していた地図をPCで比較的容

易に作成でき、また、デジタルデータとして

地図画像を劣化させず、半永久的に保存もで

き、修正・更新も容易にできるという特徴を

持つ。また、PCで作製された地図画像はイン

ターネットのHP（ホームページ）でも公開

可能になる。こうした利点を生かして、地域

の地図化を試みる環境が十分に整ってきたと

言っていい。

2001年の夏、緑園都市において、報告者の

担当するフェリス女学院大学（横浜市地泉区

緑園）の授業、「自然地理学」の講義で、数

人の学生から学期末レポートとして、「GISを

用いたローカルなマッピングを行いたい」と

言う提案が出た。当初は、街のコンビ二や

ATMなどの学生の生活情報の地図化を目的と

していたが、大学の地元地域への貢献という

視点から、学生と「地域の最も必要とする地

図情報とは何か？」を議論する中で、近年増

加する犯罪という「防犯」問題が浮きがって

きた。2000年以降、横浜市郊外の新興住宅地

の緑園都市も例外ではなく、空き巣、ひった

くり等の地域犯罪が急速な増加傾向にあっ

た。

北米では、1990年代からニューヨークやロ

サンゼルス等の大都市の中心部では犯罪分析

にGISを積極的に利用している例が数多く報

告されていた。わが国でも、警視庁の研究部

門で犯罪情報の地図化の試みが始まりかけて

いた頃でもある。

最初にマッピングに利用したGISソフトは

JACIC（財団法人　日本建設情報センター）

が作成した教育用のフリーソフト「GIS

Note」である。基図としては都市計画用のデ

ジタル都市図である「JACIC TOWN」を地

図データ（JACICから提供）を利用して地図

作成に取り掛かった。GISの基礎データとし

て、都市基盤のみを表示した白図である為、

地図に街のランドマークとなる建物、通り名

などの基礎情報を入れることから、学生に図３　プライバシーを配慮した地図表現
空き巣が青、女性の被害が赤、街燈はオレンジ
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よってフィールドワークを行った（写真３）。

犯罪に関するデータは地元警察（神奈川県警

察泉警察署）鈴木署長（当時）の協力を得

て、交番の「事件記録簿」として犯罪発生地

点のデータ（事件内容と発生地点）を交番の

警察官から「事件記録簿」情報から、必要な

データを抽出・転記した（写真４）。

そのデータをPCのGISデータとして属性情

報としての「犯罪データマップ」レイヤーに

作成した。犯罪情報として「空き巣」、「ひっ

たくり」のほか「痴漢」等わいせつ行為など

女子大学を持つ街として関心の大きい女性の

被害を中心に、時系列別に犯罪発生データ入

力を行った。事件発生箇所はそれぞれの事件

の調書と交番警官の記憶から、かなりの位置

精度で地図に点情報としてデータマップが作

成できた。

地図表現としても街のランドマークとなる

建物、交番の位置、防犯連絡所、犯罪別の記

号の地図作成上の基本に沿い、HPでの地域

全体図、部分拡大図など、地図縮尺に応じた

地図表現を検討した。しかし、初年度にHP

で公開されると、その直後から公開・評価・

検討を経て、県警や地元住民から地図の犯罪

情報の持つネガティブなプライバシーとなる

被害情報の公開の可否問題が持ち上がった。

その結果を受けて、学生グループでは、次

年度の犯罪マップに向けて、「空き巣」、「わ

いせつ行為」などの発生地点を故意に位置精

度を落とし、地図上にぼかして表現し、事件

を特定することができない程度の情報に加工

を施した。しかし、防犯街燈の設置位置や

ガードレールの分布と「ひったくり」や「わ

いせつ行為」等女性の被害等の発生箇所との

マッチングは、オーバーレイ（重ね合わせ）

等のGISによる分析で、相互に極めて相関性

が高いことが分かり、大変、役立った。

２）大学生による「防犯マップ」づくり
と地域住民

この「防犯マップ」づくりの提案は、

「・・・単なる駅と大学との往復に終わらず

地域への貢献がしたい・・」との学生の声か

ら始まった。防犯情報を地図化する経験は、

学生にとっても重要な学習でもあり、地域へ

の貢献にもなる。今回のマップづくりは、筆

者が大学の講義を担当し、地域自治会の役員

でもあった点から生まれたこともあるが、大

学の地域との協働の機会であることは言うま

でもない。この「防犯マップ」の公開後、地

図を作成した学生グループを中心にフェリス

女学院大学「GIS研究会」が生まれた（2003

年からは大学公認団体に登録）。その後、定

期的な「防犯マップ」に関する住民とのコン

写真３　町の基礎情報を入力 写真４　交番で犯罪情報を入手
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サルテーションの開催（写真５）、RCA（緑

園都市コミュニティ協会）総会や地区の防

犯、安全・安心集会での報告など、地域との

協働活動が展開することになる。2003年には

地域の防災情報を集約した「防災マップ」を

作成し、新しいバージョンとして注１）「マッピ

ング・プロジェクト＠緑園」として現在に

至っている。こうしてGISが大学が地域との

関わり合いが広まるきっかけになった。核と

なったGISによる地域情報の地図化の動きは、

現在、緑園都市から、横浜市泉区全域へと広

がりつつある。

３）GISを通したさらなる地域と大学と
の協働の継続

フェリス女学院大学「GIS研究会」は、

2003年度には、迫り来る地震災害に備えた地

域の「防災マップ（消火栓の位置、防災倉

庫、帰宅ルートに関する情報など）」を新た

に加えた。自治会や自衛消防団、小学校関係

者によって構成される「地域防災拠点」での

防災情報の地図化にもGISマッピングが利用

されることになる。現在、自治会や行政によ

る地域防災拠点での「防災マニュアル」に

GISを用いたマッピングを取り込む方向が検

討されている。また、緑園都市の街のイメー

ジである「緑の環境」をマップ化する作業と

して、街の植栽、緑地・公園のランドスケー

プの検討など、さらにゴミ、リサイクル等の

エコロジー環境の情報などの環境問題に関す

る情報図を作成しようという動きがキャンパ

ス周辺に居住する学生から上がっている。

昨年度（2005年度）の自然地理学の授業か

ら、「GISによる都市環境の地図化」をテーマ

にしたプロジェクトへのボランタリーな参加

を希望する学生が多く集まってきている。新

たに「緑園ユニバーサル・デザイン・マッ

プ」として、視覚障害を持つ人たちや老人な

どにとって街の構造が本当に優しいかどうか

を検討する為、路上障害物、階段の段差、エ

レベータ、スロープの分布などを地図化する

作業も始めている。今後、さらに、GIS技術

を「街づくり」に生かすために、より多くの

市民や行政に地図化による地域の問題点の視

覚化の必要性が重要になってくる。2005年秋

には、わが国も初めてとなる「緑園都市コ

ミュニティー・GIS/DAY」を研究会と大学の

主催で開催することができた。2006年度にも

第２回GIS/DAYを11月23日に開催する予定で

ある。

４）地域コミュニティとしての安全安心
と情報システムの展望

本報告の主題は、地域の防犯対策のための

GISの活用であるが、その背景に、コミュニ

ティの人的ネットワークが基盤になっている

ことを改めて強調しておきたい。むしろ、こ

の事例での本質は、住民、学校、警察、市町

村、大学、学生、生徒などのボランティアに

よるネットワークが、地域コミュニティの安

全・安心という旗印のもとに形作られたとい

うことである。そして、そのような人的ネッ

トワークを顕在化させる為にきわめて効果的

であったのが、GISという、大人から子供ま

で誰もが興味を持ち、情報の取り扱いも容易

写真５　大学キャンパスで開催された「コンサルテーショ
ン（公開検討会）」
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である地図をベースとした情報システムだっ

たのである。操作が容易で価格も手ごろな

GISが利用できるようになった今日、それぞ

れの地域コミュニティーが道具としてこれを

使いこなすことによって、新しい街づくりの

手法が随所で登場してくる。

3．GISを用いたコミュニティーマッピ
ングの到来

毎年サンディエゴでアメリカESRI社が主催

のGISのユーザー会では、行政、研究機関、

NPOと・・・GISで作成した何百枚というか

紙地図が展示されている。これらに混じっ

て、学校や地域のコミュニティーが様々な地

図を出展しているのに驚く。もはや、GISは

地域分析の為の高級な研究ツールでは無く、

地図作成のためのソフトになったという感想

を持つ。無料（有料でも安価）で利用できる

国の国土数値データであるデジタルマップ

データと「GIS Note」や「地図太郎」のよ

うな、フリーソフト、安価なソフトが、わが

国の地域コミュニティーにGISの手法を浸透

させる（パーベイシブ）有力なエンジンにな

ることは間違いない。

（講演日2006年7月7日）

注１）「マッピングプロジェクト＠緑園」のホーム

ページは、第10回マイタウンマップコンテストの

「共同通信社賞」を受賞した。http://home.catv-yoko

hama.ne.jp/uu/map/2003ryokuenGIS/index2.htm

注２）ホームページは第11回マイタウンマップコン

テストの「奨励賞」を受賞し、現在は泉区役所

（http://www.city.yokohama.jp/me/izumi/shinkou/tuu

gakuro.html）にアップされ、市の教育委員会のペー

ジからもリンクされている。
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